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本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化
計
画
の

平
成
22
年
度
実
績
を
報
告
し
ま
す

　

本
宮
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
借
入
金
を
適
正
な
額
ま
で
減
ら
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、『
本

宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化
計
画
』
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、『
本
宮
市
自

主
的
財
政
健
全
化
計
画
平
成
22
年
度
実
績
』
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

歳　

入　
　

　
　
　

平
成
22
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
計
画
額
約
１
０
８
億

３
千
万
円
に
対
し
、
約
１
３
０
億
９
千
万
円
の
実
績
額

と
な
り
、
計
画
額
を
約
22
億
６
千
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　

こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
の
収
入
が
計
画
よ
り
も
多

か
っ
た
こ
と
、
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
な
ど
国
か

ら
の
支
出
金
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　
　
　

歳　

出　
　

　
　
　

平
成
22
年
度
の
歳
出
額
は
、
計
画
額
約
１
０
８
億
３

千
万
円
に
対
し
、
約
１
２
３
億
１
千
万
円
の
実
績
額
と

な
り
、
計
画
額
を
14
億
８
千
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　

こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始
に
よ
る
扶
助
費

の
増
額
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
へ
の
積
立
額
が
計
画
よ

り
も
増
え
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

【平成22年度歳入】
区　　分 計画額 実績額

地方税
（市民税や固定資産税など） 43億8千万円 40億7千万円

地方譲与税
（国税の一部を地方の財源と
して配分するもの）

2億4千万円 2億1千万円

各種交付金
（地方消費税交付金など） 4億7千万円 4億1千万円

地方交付税
（市町村の状況により国から
地方に分配される交付金）

24億8千万円 31億3千万円

分担金及び負担金 1億8千万円 1億6千万円

使用料及び手数料 1億4千万円 1億5千万円

国・県支出金 17億円 22億5千万円

財産・寄附金・諸収入 2億円 4億2千万円

繰入金 4億8千万円 10億6千万円

繰越金（前年度からの繰越金） 0千万円 2億9千万円

地方債（※１）
（市町村が行う長期の借入金） 5億7千万円 9億5千万円

歳入総額 108億3千万円 130億9千万円

【平成22年度歳出】
区　　分 計画額 実績額

人件費
（職員の給与、議員報酬など） �1億7千万円 �1億�千万円

物件費
（消費的性質の経費。需用費
や旅費など）

11億8千万円 1�億9千万円

維持補修費
（道路や建物の修繕費など） 6千万円 1億6千万円

扶助費
（生活保護費や子ども手当な
どの給付金）

8億1千万円 1�億6千万円

補助費等
（補助金、報償費など） ��億7千万円 18億�千万円

公債費
（地方債の元利償還金など） 11億6千万円 11億�千万円

積立金
（財政調整基金などの貯金） �億7千万円 9億8千万円

投資及び出資金・貸付金 9千万円 8千万円
繰出金
（特別会計への支出金など） 1�億�千万円 19億1千万円

投資的経費
（道路、橋、公園など社会資
本の整備に要する経費）

1�億9千万円 1�億6千万円

歳出総額 108億�千万円 1��億1千万円

【形式収支（歳入と歳出の差額】
区　　分 計画額 実績額

歳入 108億�千万円 1�0億9千万円

歳出 108億�千万円 1��億1千万円

形式収支 0千万円 7億8千万円

※１　地方債には建設事業等の財源として借入れするものや、
地方交付税の代替えとして借入れする臨時財政対策債等
があります。その内臨時財政対策債の返済には、後年度
の地方交付税が財源として充てられます。
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形
式
収
支
（
歳
入
と
歳
出
の
差
額
）　　

　
　
　

形
式
収
支
の
実
績
は
、
約
７
億
８
千
万
円
で

し
た
が
、
そ
の
中
に
は
平
成
23
年
度
執
行
予
定

分
（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど
に
よ
り
翌
年

度
に
繰
り
越
さ
れ
た
事
業
分
）
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　

財
政
健
全
化
指
標
の
状
況　
　

　
　
　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
で
は
、
財
政
の
健
全
度
を
判
断
す
る
指

標
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
本
宮
市
で
は
い
ず
れ

の
指
標
も
「
財
政
再
生
団
体
」
や
「
早
期
健
全

団
体
」
の
基
準
を
超
え
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

健
全
化
計
画
で
は
、
判
断
指
標
の
う
ち
「
実

質
公
債
費
比
率
（
※
２
）」
に
つ
い
て
計
画
値
を

定
め
て
お
り
、
平
成
22
年
度
の
決
算
に
よ
り
算

出
さ
れ
た
比
率
は
、
計
画
値
19
・
８
％
に
対
し
、

18
・
３
％
の
実
績
と
な
り
、
計
画
よ
り
も
財
政

の
状
況
が
や
や
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

適
正
値
と
さ
れ
る
「
18
％
未
満
」
よ
り
も
ま
だ

高
い
比
率
な
の
で
、
今
後
も
借
入
の
抑
制
に
努

め
る
な
ど
健
全
財
政
に
向
け
た
取
組
み
を
継
続

し
ま
す
。

　
　

※
２　

実
質
公
債
費
比
率
…
毎
年
度
の
経
常
的

な
収
入
に
対
す
る
借
入
金
返
済
金
の
割
合
。

　
　
　

債
務
（
借
金
）
残
高
の
状
況　
　

　
　
　

平
成
22
年
度
末
の
市
の
債
務
残
高
の
合
計

は
、
計
画
額
約
３
０
９
億
２
千
万
円
に
対
し
、

新
た
な
借
入
の
抑
制
に
努
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

約
３
０
４
億
３
千
万
円
の
実
績
と
な
り
、
計
画

よ
り
も
約
４
億
９
千
万
円
低
減
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

基
金
（
貯
金
）
残
高
の
状
況　
　

　
　
　

平
成
22
年
度
末
の
市
の
基
金
（
貯
金
）

残
高
は
、
計
画
額
約
16
億
９
千
万
円
に
対

し
、
実
績
額
は
約
25
億
４
千
万
円
で
し
た
。

　
　
　

そ
の
内
、
財
政
調
整
基
金
（
※
３
）
は
、

計
画
額
を
約
４
億
円
上
回
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
地
方
交
付
税
が
計
画
よ
り
も
多
く

交
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
取
り
崩
す

額
が
減
り
、
予
定
よ
り
も
多
く
積
み
立
て

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

355.8
353.3

339.8  
336.6  

326.7    
319.5     

309.2      
304.3       

H19年度

H20年度

H21年度

H22年度

※　地方債（市債）と債務負担行為の合計額。地方債は元金債務負担行為は元利金
となっています。

債務残高（全会計）

18.0                 
21.2           

13.9                         
24.8    

16.9                    
20.3             

16.9                    
25.4   

H19年度

H20年度

H21年度

H22年度

※３　財政調整基金…年度間の財源の不均衡を調整するための基金。財源に余裕が
ある年度に積立し、財源不足の年度に取り崩して活用します。

基金残高

「本宮市自主的財政健全化計画　平成22年度実績」の詳しい内容は、本宮市のホームページ上で公開しています。

■計画値　　■実績値

■計画値　　■実績値

本宮市自主的財政健全化計画平成22年度実績報告

（億円）

（億円）




